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こ
こ
に
古
い
地
図
が
あ
り
ま
す
。
昭
和

九
年
の
新
宿
駅
西
口
界
隈
の
都
市
計
画
図

で
す
。
平
成
三
年
に
丸
の
内
か
ら
移
転
し

た
東
京
都
庁
舎
と
東
京
都
議
会
棟
は
、
こ

の
地
図
の
主
要
部
分
を
占
め
る
淀
橋
浄
水

場
の
跡
地
に
建
て
ら
れ
ま
し
た
。
今
回
の

職
場
界
隈
探
訪
は
、
こ
の
古
い
地
図
を
縦

糸
に
、
ま
た
種
々
の
参
考
資
料
か
ら
の
引

用
文
を
横
糸
に
し
て
、
新
宿
副
都
心
エ
リ

ア
の
昔
の
姿
を
再
現
し
て
み
た
い
と
思
い

ま
す
。

昭
和
九
年
の
地
図
を
読
む

淀
橋
浄
水
場

　

こ
の
地
図
の
真
ん
中
か
ら
左
寄
り
の
半

分
を
占
め
て
い
る
の
が
淀
橋
浄
水
場

で
す
。
沈
澄
池
が
四
池
、
濾
過
池
が

二
十
四
池
、
詳
し
く
図
示
さ
れ
て
い
ま

す
。濾
過
池
の
右
上
の「
水
道
浄
水
所
」

と
記
さ
れ
た
処
に
浄
水
場
を
所
管
す
る

事
務
所
が
あ
り
ま
し
た
。「
西
武
電
気

軌
道
」
と
記
さ
れ
て
い
る
通
り
は
、
青

梅
街
道
で
す
。
こ
の
道
沿
い
に
大
き
な

建
物
が
描
か
れ
て
い
ま
す
が
、
こ
れ
が

本
館
で
す
。
現
在
、
安
田
火
災
ビ
ル
が

建
っ
て
い
る
辺
り
で
す
。
こ
の
右
手
の

角
地
に
正
門
が
あ
っ
た
と
思
わ
れ
ま
す
。

浄
水
場
は
昭
和
四
十
年
三
月
末
で
閉
鎖

さ
れ
ま
し
た
。

学
校

　

道
路
を
挟
ん
だ
向
か
い
に
あ
る
「
精
華
学
校
」
は
、
精
華
高
等
女
学
校
の
こ
と
で
戦
後

も
こ
こ
に
存
続
し
、
日
活
の
看
板
女
優
と
な
っ
た
吉
永
小
百
合
が
在
籍
し
て
い
た
こ
と
の

あ
る
学
校
で
す
。
こ
こ
に
は
今
、
新
宿
エ
ル
タ
ワ
ー
ビ
ル
が
建
っ
て
い
ま
す
。

　

そ
の
下
に
「
日
本
中
学
」
と
み
え
ま
す
が
、
東
宮
御
学
問
所
御
用
掛
を
務
め
た
こ
と
も

あ
る
杉
浦
重
剛
が
創
設
し
た
学
校
で
、
大
正
五
年
に
こ
こ
に
移
転
し
て
き
ま
し
た
。
新
宿

郵
便
局
か
ら
明
治
安
田
生
命
ビ
ル
に
か
け
て
の
一
帯
が
、
そ
の
校
地
に
当
た
り
ま
す
。　

　

そ
の
左
手
の
四
角
い
建
物
は
、
当
時
の
工
手
学
校
、
現
在
の
工
学
院
大
学
で
す
。
一
時
、

日
本
中
学
に
間
借
り
し
て
い
ま
し
た
が
、
昭
和
三
年
に
新
校
舎
（
当
時
は
夜
間
制
）
が
落

成
し
ま
し
た
。
こ
こ
も
現
在
は
エ
ス
テ
ッ
ク
情
報
ビ
ル
と
な
り
、
大
学
は
こ
の
ビ
ル
の
中

に
入
っ
て
い
ま
す
。

　

地
図
の
真
ん
中
下
に
「
第
三
小
学
校
」
と
あ
る
の
は
「
淀
橋
第
三
小
学
校
」
の
こ
と
で
、

昭
和
六
十
一
年
三
月
に
統
合
さ
れ
廃
校
に
な
る
ま
で
、
こ
こ
に
存
続
し
て
い
ま
し
た
。

　

余
談
で
す
が
、
ク
リ
ス
チ
ャ
ン
で
あ
る
新
渡
戸
稲
造
が
初
代
学
長
を
務
め
た
東
京
女
子

大
学
は
、
こ
の
地
で
開
学
し
て
い
ま
す
。
現
在
の
新
宿
セ
ン
タ
ー
ビ
ル
か
ら
朝
日
生
命
ビ

ル
に
か
け
て
、
か
つ
て
「
衛
生
院
」
と
呼
ば
れ
た
、
あ
る
キ
リ
ス
ト
教
宣
教
師
団
の
静
養

所
が
あ
り
ま
し
た
が
、
こ
こ
に
仮
校
舎
を
置
い
て
大
正
七
年
に
開
校
し
た
の
で
す
。
大
正

十
三
年
に
杉
並
の
善
福
寺
に
移
転
す
る
ま
で
の
六
年
ほ
ど
の
短
い
間
で
す
が
、
当
時
、
在

学
し
た
歌
人
・
梅
沢
時
子
は
、

　
『
文
字
通
り
場
末
町
で
、
路
傍
に
は
三
味
線
弾
き
だ
の
、
一
膳
飯
屋
の
屋
台
店
な
ど
が

立
ち
並
ん
で
い
る
の
み
で
、
今
日
の
大
廈
（
た
い
か
）
高
楼
な
ど
は
一
軒
も
な
く
、
実
に

う
ら
ぶ
れ
た
汚
い
町
で
あ
っ
た
』

　

と
回
想
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
頃
の
新
宿
駅
西
口
一
帯
は
、
武
蔵
野
の
面
影
を
残
す
ケ
ヤ
キ
や
松
が
茂
る
静
か
な

郊
外
だ
っ
た
の
で
す
。
元
々
、
江
戸
時
代
に
は
い
く
つ
か
の
大
名
の
下
屋
敷
や
徳
川
将
軍

家
の
鷹
狩
り
場
が
あ
っ
た
処
で
す
。
明
治
維
新
後
、
元
勲
・
岩
倉
具
視
の
所
有
と
な
っ
た

「
華
竜
園
」
と
呼
ば
れ
る
庭
園
が
あ
り
ま
し
た
が
、
新
宿
駅
の
拡
張
工
事
で
取
り
払
わ
れ

て
し
ま
い
ま
し
た
。

▲　昭和九年の新宿駅西口界隈の都市計画図▲　淀橋浄水場址の碑（新宿エルタワービル前の小公園）
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煙
草
工
場

　

新
宿
駅
西
口
の
前
に
デ
ン
と
し
て
構
え
て
い
る
「
専
売
局
」
は
、
正
式
名
称
「
東
京
地

方
専
売
局
・
淀
橋
工
場
」
と
い
う
官
営
（
大
蔵
省
）
の
煙
草
工
場
で
、
現
在
の
小
田
急

ハ
ル
ク
や
西
口
会
館
を
含
む
一
画
を
占
め
て
い
ま
し
た
。
工
場
が
完
成
し
た
の
は
明
治

四
十
三
年
の
こ
と
で
す
。
煙
草
工
場
が
で
き
た
当
時
の
こ
と
を
田
辺
茂
一
（
紀
伊
国
屋
書

店
社
長
）
は
、

　
『
夕
暮
れ
ど
き
の
退
社
時
に
は
、
束
髪
や
桃
割
れ
に
白
い
エ
プ
ロ
ン
姿
に
弁
当
箱
を
か

か
え
た
女
工
さ
ん
た
ち
が
、
三
々
五
々
ど
っ
と
門
を
出
て
駅
に
向
っ
て
賑
や
か
だ
っ
た
。

新
宿
駅
ラ
ッ
シ
ュ
の
は
し
り
と
い
え
ま
す
』（「
新
宿
駅
八
十
年
の
あ
ゆ
み
」（
新
宿
駅
編
、

昭
和
三
十
九
年
）

　

と
振
り
返
り
、
さ
ら
に
淀
橋
浄
水
場
に
つ
い
て

　
『
専
売
局
の
つ
づ
き
に
精
華
女
学
校
、
そ
れ
か
ら
横
丁
（
横
丁
に
面
し
た
土
手
は
美
し

い
桜
並
木
だ
っ
た
）
を
へ
だ
て
て
淀
橋
浄
水
場
の
広
大
な
敷
地
が
あ
っ
た
。
浄
水
場
の
土

手
に
は
土
筆
が
あ
り
、
貯
水
池
に
は
魚
が
い
て
子
供
は
こ
の
辺
で
よ
く
遊
ん
だ
。
そ
れ
か

ら
つ
づ
く
柏
木
成
子
坂
方
面
は
、
表
通
り
こ
そ
店
並
は
あ
っ
た
が
裏
側
は
茶
畑
や
畑
、
田

圃
だ
っ
た
』

　

と
綴
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
工
場
は
「
駅
前
広
場
事
業
」
の
実
施
に
よ
り
、
昭
和
十
一
年

に
墨
田
区
に
移
転
し
ま
し
た
。

十
二
社

　

淀
橋
浄
水
場
の
左
に
「
熊
野
神
社
十
二
社
」
と
あ
り
ま
す
。
十
二
社
（
じ
ゅ
う
に
そ
う
）

は
、
江
戸
時
代
よ
り
景
勝
地
と
し
て
知
ら
れ
、
清
水
の
湧
く
御
手
洗
（
み
た
ら
し
）
池
や

高
さ
三
丈
の
大
滝
が
あ
る
庶
民
の
行
楽
地
で
し
た
。
明
治
二
十
六
年
か
ら
始
ま
っ
た
淀
橋

浄
水
場
の
建
設
工
事
で
、
大
滝
の
辺
り
は
埋
め
立
て
ら
れ
て
し
ま
い
、
一
時
寂
れ
て
い
ま

し
た
。
第
一
次
大
戦
後
復
活
し
、
行
楽
地
と
い
う
よ
り
は
花
柳
街
と
し
て
賑
わ
っ
て
い
ま

し
た
が
、
戦
前
か
ら
戦
後
に
か
け
て
は

　
『
私
が
古
谷
と
写
生
し
た
池
の
絵
も
、
戦
災
で
焼
か
れ
な
け
れ
ば
、
当
時
の
面
影
を
伝

え
た
は
ず
で
あ
る
。
そ
の
頃
も
池
の
周
り
は
御
茶
屋
が
建
ち
並
び
、
池
畔
に
は
涼
み
台
が

突
き
出
て
、
屋
形
船
が
何
艘
か
浮
か
ん
で
い
た
が
、
敗
戦
後
は
池
だ
け
が
小
さ
く
残
っ
て

い
た
。
が
、
そ
れ
も
い
つ
の
ま
に
埋
め
立
て
ら
れ
た
の
か
、
消
え
て
し
ま
っ
た
』（「
新
宿

っ
子
夜
話
」
野
村
敏
雄
、
青
蛙
房
）

　

と
い
っ
た
大
き
な
情
景
変
化
が
あ
り
ま
し
た
。

工
場

　

熊
野
神
社
の
横
に
い
く
つ
か
の
建
物
群
が
見
え
ま
す
。
こ
れ
は
当
時
「
六
桜
社
」
と
称

し
て
い
た
現
在
の
小
西
六
写
真
工
業
の
工
場
と
研
究
所
で
す
。
明
治
三
十
五
年
の
創
業

以
来
、
国
産
化
に
成
功
し
た
写
真
用
フ
ィ
ル
ム
、
カ
メ
ラ
な
ど
の
写
真
用
機
材
を
昭
和

三
十
八
年
ま
で
こ
こ
で
製
造
し
て
い
ま
し
た
。

　

地
図
の
左
下
の

「
淀
橋
第
六
小
学

校
」
の
両
脇
に
も

工
場
が
あ
り
、
ま

た
、「
新
町
二
丁

目
」
と
記
さ
れ
た

処
に
は
東
京
ガ
ス

の
ガ
ス
タ
ン
ク
が

あ
り
、
ち
ょ
っ
と

し
た
工
場
地
帯
の

一
面
も
持
っ
て
い
ま
し
た
。

火
除
け
の
原

　

新
宿
駅
の
南
に
あ
る
「
鉄
道
病
院
」
の
辺
り
は
、「
火
除
け
の
原
」
と
呼
ば
れ
て
い
た
、

起
伏
に
富
ん
だ
広
大
な
原
っ
ぱ
で
し
た
。
こ
の
原
の
東
側
を
南
北
に
走
っ
て
い
た
鉄
路
が

日
本
鉄
道
の
品
川
線
（
現
在
の
山
手
線
、
明
治
十
八
年
開
通
）
で
、
少
し
遅
れ
て
明
治

二
十
八
年
に
甲
武
鉄
道
（
今
の
中
央
線
）
が
通
り
ま
し
た
。
さ
ら
に
昭
和
二
年
に
な
っ
て

小
田
急
線
が
開
通
し
、千
駄
ヶ
谷
新
田
駅
（
今
の
南
新
宿
駅
）
が
、そ
の
先
に
山
谷
駅
（
今

の
参
宮
橋
駅
）
が
で
き
ま
し
た
。
一
段
低
か
っ
た
田
ん
ぼ
の
上
に
小
田
急
本
社
が
建
て
ら

れ
、
す
ぐ
近
く
に
鉄
道
省
の
鉄
道
病
院
が
生
ま
れ
ま
し
た
。
こ
の
火
除
け
の
原
は
、

　
『
原
っ
ぱ
に
は
、
と
こ
ろ
ど
こ
ろ
に
田
ん
ぼ
が
あ
り
、
畑
が
あ
り
、
草
地
が
あ
り
、
肥 ▲　写真工業発祥の地

（新宿中央公園）
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だ
め
が
あ
っ
て
、
子
供
ば
か
り
か
、
大
人
も
よ
く
間
違
え
て
こ
の
肥
だ
め
に
は
ま
り
、
人

騒
が
せ
に
な
っ
た
。
火
除
け
の
原
は
関
東
大
震
災
の
後
ま
で
あ
っ
た
が
、
も
っ
ぱ
ら
子
供

た
ち
の
遊
び
場
だ
っ
た
。
平
坦
な
草
地
は
ベ
ー
ス
を
置
い
て
、
小
中
学
生
が
野
球
の
練
習

や
試
合
に
使
っ
た
。
子
供
た
ち
の
野
球
熱
は
、
す
で
に
こ
の
こ
ろ
か
ら
盛
ん
で
、
ア
メ
リ

カ
の
大
リ
ー
グ
が
初
来
日
し
た
の
は
大
正
二
年
だ
が
、
新
宿
周
辺
の
小
学
校
は
、
そ
れ
よ

り
以
前
か
ら
、
み
ん
な
野
球
チ
ー
ム
を
持
っ
て
い
た
』（「
新
宿
っ
子
夜
話
」
野
村
敏
雄
、

青
蛙
房
）

　

と
の
記
述
に
あ
る
よ
う
に
、
そ
の
一
画
に
は
地
元
の
人
た
ち
が
自
由
に
使
え
る
広
場
が

あ
っ
た
の
で
す
。

京
王
線

　

こ
の
地
図
に
は
名
称
が
記
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
が
、
甲
州
街
道
に
沿
っ
た
玉
川
上
水
縁
を

京
王
線
が
走
っ
て
い
ま
し
た
。
新
宿
―
笹
塚
間
が
開
通
し
た
の
は
大
正
四
年
で
、
翌
年
に

は
府
中
ま
で
延
長
さ
れ
て
い
ま
す
。
当
初
、
京
王
線
の
起
点
は
現
在
の
新
宿
三
丁
目
交
差

点
の
処
に
あ
り
、
駅
名
も
「
新
宿
追
分
」
で
し
た
。
甲
州
街
道
と
青
梅
街
道
が
分
か
れ
る

処
で
す
。
こ
の
駅
が
今
の
西
口
に
移
っ
た
の
は
、
終
戦
の
直
前
の
昭
和
二
十
年
に
な
っ
て

か
ら
で
す
。

淀
橋
浄
水
場
と
玉
川
上
水
の
名
残
り
を
訪
ね
て

　

こ
の
写
真
は
、
昭
和
三
十
六
年
の
淀
橋
浄
水
場
界
隈
の
航
空
写
真
で
す
。
真
ん
中
に
写

っ
て
い
る
の
が
淀
橋
浄
水
場
で
す
。

　

明
治
二
十
六
年
に
工
事
が
始
ま
っ
た
近
代
水
道
は
、
五
年
後
の
三
十
一
年
の
暮
、
そ
の

最
初
の
水
を
日
本
橋
地
区
に
給
水
し
ま
し
た
。
玉
川
上
水
の
水
は
池
に
溜
め
ら
れ
、
き
れ

い
に
濾
過
さ
れ
、
蒸
気
ポ
ン
プ
で
圧
力
を
か
け
鉄
の
水
道
管
で
市
内
に
送
ら
れ
ま
し
た
。

大
正
末
ま
で
は
、
石
炭
を
燃
や
す
蒸
気
ポ
ン
プ
だ
っ
た
の
で
す
。
大
き
な
機
関
室
の
上
に

そ
び
え
る
二
本
の
レ
ン
ガ
造
り
の
煙
突
か
ら
黒
い
煙
が
モ
ク
モ
ク
と
出
て
い
た
そ
う
で
す
。

沈
澄
池
や
濾
過
池
の
壁
は
、
レ
ン
ガ
で
固
め
ら
れ
て
い
ま
し
た
。
掘
り
揚
げ
た
土
は
ト
ロ

ッ
コ
で
運
ば
れ
谷
を
埋
め
て
、
ほ
ぼ
真
っ
直
ぐ
な
土
手
を
築
い
て
い
き
ま
し
た
。
甲
州
街

道
の
北
側
の
代
田
橋
か
ら
淀
橋
浄
水
場
ま
で
の
間
は
、
こ
の
土
手
の
中
に
コ
ン
ク
リ
ー
ト

で
固
め
た
水
路
を
新
た
に
造
り
、

玉
川
上
水
の
水
を
取
り
込
み
ま

し
た
。
新
水
路
は
、
今
の
角
筈

図
書
館
の
前
を
流
れ
て
浄
水
場

に
入
っ
て
い
き
ま
し
た
。

　

既
存
の
川
や
道
路
は
、
こ
の

土
手
の
下
を
ト
ン
ネ
ル
で
潜
っ

て
い
ま
し
た
。
今
で
も
そ
の
様

子
を
渋
谷
区
本
町
で
見
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。

　

浄
水
場
の
名
残
り
が
、
新
宿

中
央
公
園
に
あ
り
ま
す
。
沈
澄

池
の
建
設
残
土
で
造
っ
た
と
い

わ
れ
る
小
高
い
築
山
の
上

に
あ
る
六
角
堂
で
す
。
こ
こ

は
、
浄
水
場
を
見
学
に
来
た

人
が
説
明
を
受
け
た
り
、
休

憩
を
し
た
と
こ
ろ
だ
そ
う
で

す
。
浄
水
場
の
池
壁
に
使
わ

れ
た
明
治
三
十
年
頃
に
焼
か

れ
た
古
い
レ
ン
ガ
が
、
記
念

と
し
て
遊
歩
道
に
敷
き
詰
め

ら
れ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
浄
水
場
で
活
躍
し

た
「
制
水
弁
」
が
、
住
友
ビ

ル
の
前
の
広
場
に
置
か
れ
て

い
ま
す
。
こ
の
広
場
は
、
か

つ
て
の
濾
過
池
の
壁
を
イ
メ

ー
ジ
し
て
三
方
が
レ
ン
ガ
壁

で
囲
ま
れ
て
い
ま
す
が
、
そ

▲　昭和三十六年の淀橋浄水場界隈▲　築山の六角堂（新宿中央公園）
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の
一
角
に
「
東
京
水
道
発
祥
の

地
」
の
銘
板
が
は
め
込
ま
れ
て

い
ま
す
。

　

大
正
十
二
年
の
関
東
大
震
災

に
よ
っ
て
、
新
水
路
に
無
数
の

亀
裂
が
入
り
、
二
箇
所
が
決
壊

し
て
し
ま
い
ま
し
た
。
幸
い
、

旧
水
路
の
方
は
路
肩
が
崩
れ
る

程
度
で
送
水
に
は
支
障
が
な
か

っ
た
の
で
、
旧
水
路
経
由
で
上

水
の
水
を
流
し
、
あ
ら
か
じ
め

緊
急
用
と
し
て
設
置
し
て
あ
っ

た
ポ
ン
プ
を
用
い
て
、
浄
水
場

に
汲
み
上
げ
、
急
場
を
し
の
い

だ
と
い
い
ま
す
。
新
水
路
が
復

旧
す
る
ま
で
の
十
日
間
は
、
旧

水
路
が
救
援
し
た
の
で
す
。

　

新
水
路
の
抜
本
的
な
改
造

が
検
討
さ
れ
、
甲
州
街
道
の

拡
張
工
事
に
合
わ
せ
て
、
昭

和
六
年
か
ら
八
年
に
か
け

て
新
た
に
鋼
管
製
の
水
道
管

が
埋
設
さ
れ
ま
し
た
。
通
称
、

新
々
水
路
と
呼
ば
れ
る
も

の
で
す
。
新
水
路
は
廃
止
さ

れ
、
水
路
敷
に
沿
っ
て
道
路

が
建
設
さ
れ
た
り
、
水
路
敷

そ
の
も
の
も
公
園
に
な
っ
た

り
、
公
営
住
宅
が
建
て
ら
れ

た
り
し
ま
し
た
。

　

昭
和
三
十
六
年
の
写
真
の

右
上
に
、
昔
の
ま
ま
の
姿
を

残
し
た
玉
川
上
水
の
旧
水
路
が
わ
ず
か
に
写
っ
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
そ
こ
も
現
在
は
埋

立
て
ら
れ
道
路
と
な
り
、
そ
の
下
に
は
地
下
化
さ
れ
た
京
王
線
が
通
っ
て
い
ま
す
。

参
考
資
料
（
文
中
で
明
記
し
た
も
の
を
除
く
）

「
玉
川
上
水
」　

肥
留
間
博
、
た
ま
し
ん
地
域
文
化
財
団

「
地
図
か
ら
消
え
た
東
京
遺
産
」　

田
中
聡
、
祥
伝
社
黄
金
文
庫

「
江
戸
東
京
物
語　

山
の
手
篇
」　

新
潮
社

「
東
京
都
市
計
画
物
語
」　

越
沢
明　

日
本
経
済
評
論
社

探
訪
余
話

　
『
こ
ん
な
に
深
い
意
味
だ
っ
た　

童
謡
の
謎
３
』（
合
田
道
人
、祥
伝
社
、平
成
十
四
年
）

の
中
に
、「
春
の
小
川
は
ど
こ
に
あ
る
？
」
の
項
が
あ
り
ま
す
。
な
ん
と
、
誰
で
も
が
一

▲　淀橋浄水場で使われた制水弁（住友ビル前の広場）▲　かつての池底から都庁舎をのぞむ
（住友ビル前の広場）

▲　新水路のあった土手を潜る道路（渋谷区本町）
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度
は
口
ず
さ
ん
だ
こ
と
の
あ
る
、
あ
の
「
春
の
小
川
」
の
詩
は
、
新
宿
の
火
除
け
の
原
と

は
地
続
き
の
代
々
木
の
辺
り
を
流
れ
て
い
た
小
川
（
現
在
は
暗
渠
化
さ
れ
下
水
道
管
と
な

っ
て
い
る
）
が
モ
デ
ル
で
あ
っ
た
と
い
う
の
で
す
。
そ
の
さ
わ
り
の
部
分
を
紹
介
し
て
探

訪
余
話
と
し
ま
す
。

　
『
春
の
小
川
は　

さ
ら
さ
ら
流
る
…　

。　

こ
の
歌
が
文
部
省
唱
歌
と
し
て
「
尋
常
小

学
唱
歌
」
の
四
年
生
の
教
材
に
載
っ
た
の
は
、
大
正
元
年
（
一
九
一
二
年
）
の
こ
と
だ
っ

た
。
す
み
れ
や
れ
ん
げ
の
花
が
咲
き
、
え
び
や
め
だ
か
、
小
ぶ
な
が
泳
い
で
い
る
こ
の
歌

詞
は
、
す
ぐ
さ
ま
ど
こ
か
田
舎
の
風
景
を
思
い
起
こ
さ
せ
て
く
れ
る
。
ま
さ
か
こ
の
小
川

が
大
都
会
、東
京
の
川
の
歌
だ
と
は
考
え
な
い
で
あ
ろ
う
。
…　
（
作
詩
者
の
）
高
野
（
辰

之
）
は
そ
の
頃
、
ち
ょ
う
ど
代
々
木
に
居
を
構
え
て
い
た
。
…　

こ
こ
か
ら
現
在
の
Ｎ
Ｈ

Ｋ
ま
で
の
裏
の
通
り
に
か
け
て
は
、
高
野
の
お
気
に
入
り
の
散
歩
コ
ー
ス
だ
っ
た
と
い
わ

れ
て
い
る
。
そ
の
途
中
に
宇
田
川
の
支
流
、
河
骨
（
こ
う
ほ
ね
）
川
が
流
れ
て
お
り
、
こ

こ
が
「
春
の
小
川
」
の
モ
デ
ル
に
な
っ
た
場
所
だ
っ
た
の
で
あ
る
。
…　

代
々
木
の
練
兵

場
か
ら
、
や
わ
ら
か
な
芝
に
お
お
わ
れ
た
傾
斜
が
続
き
、「
春
の
小
川
」
の
河
骨
川
の
せ

せ
ら
ぎ
が
、
そ
こ
に
は
聞
こ
え
て
い
た
の
で
あ
る
。
そ
の
岸
辺
が
あ
っ
た
と
こ
ろ
に
こ
の

歌
の
碑
が
建
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。
現
在
の
代
々
木
五
丁
目
、
小
田
急
線
沿
い
だ
』


